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x′′inddomx，である任意のx′′∈Kに対して   

U′（ズ′′）＞U′（γ）。   

最大のconsistentsetを1argeStCOnSistentsetGJCS）  

という。  

1 序論   

本論文においては、間接支配の下での安定集合及び  

Chwe【1994】により定義された1argeStCOnSistentset  

を囚人のジレンマに適用し、どのような結果が得られ  

るかを考察する。  

2 定義   

Ⅳ＝〈1，2）をプレイヤーの集合、∫≠をプレイヤー  

fの戦略の集合（′＝1，2）、各プレイヤーの戦略がそ  

れぞれズ1∈ぶl，ズ2∈ぶ2のときのプレイヤーfの利  

得をU′（ズ1，ズ2）とする2人の弓卿各形ゲームを考える。  

最初に、このゲームの戦略の組の集合∫lX∫2上の間  

接支配関係を定義する。ある戦略の組の列  

ズ0（＝ズ），ズ1，…，ズ川（＝γ）とプレイヤーの列  

f（1）‥‥f（椚）があり、f（た）の動き（戦略の変化）によ  

ってズトl→ズたと移動し、最後にγに到達した時の  

方が酎（た）にとってズた‾－よりも好ましい時、ズはγ  

を間接支配するといいXinddomyで表す。この間按  

支配の定義はChwe（1994）による。以下ではこの間接  

支配を用いて（S】×S2，inddom）の安定集合及び  

1argestconsistentsetを考える。まず、以下の2条件  

を満たす集合V⊂SlXS2を（SlXS，，inddom）の安  

定集合であるという。  

（1）内部安定性：任意のズ，γ∈rについて  

Xinddomyは成立しない。  

（2）外部安定性：任意のγ¢rについて  

xinddomyとなるようなx∈Vが存在する。  

次に、集合片⊂∫1×ちが次の2条件を満足するとき、  

Kはconsistentsetであるという。  

（1）任意のズ∈片についてズ→′ズ′となる全ての  

f∈Ⅳとズ′∈∫1×ぶ2を考えると、ズ′′＝ズ’または  
x′′inddomx，であるx′′∈KでUj（x′′）≦Ul（x）  

となるものが存在する。  

（2）任意のγ¢gについてズ→‘ズ′となるある  

f∈Ⅳとズ′∈glXぶ2が存在して、ズ’′＝ズ’または  

3 囚人のジレンマにおける安定集合とLCS   

利得行列が表1で表される囚人のジレンマを考え  

る。ここでα1，Aとα2，Aはそれぞれ「協力する」と  

「裏切る」に対応する。  

β－   A   
α1   4，4   0，5   

α2   5，0   1，1   

表1：囚人のジレンマの利得行列   

取りうる戦略が純蜘略の場合には、安定集合，LCS  

は共に〈αlβ，α2A）となる。   

次に混合戦略の場合を考えると各プレイヤーの戦  

略集合は∫∫＝［0，1】（f＝1，2）で表される。  

また、ズ1，∫2はそれぞれプレイヤー1，プレイヤー2  

がα－，βlをとる確率とする。すると、戦略の組が  

ズ＝（ズ1，ズ2）のときのプレイヤーfの利得は以下のよ  

うになる。  

Uてズ）＝1一方′＋4ズノ（f≠ノ）  

この時以下の結果が得られる。  

⇔0′＝（ズ1，ズ2）（ただし、ズ1，ズ2の内少なくとも一  

方は1）とする。連続で0から0’に向かって両者の  

利得が増加していく線00，（図1参照）上の点全体の  

集合をⅤとするとVは（S．×S2，inddom）の安定集  

合となる。  

（りLCSは個人合理的な点全てから成る集合である。  
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4 joi血moⅦの導入   

これまでは各プレイヤーが単独で動く場合のみを  

考察してきたが、次に両者が同時に動くことを許した  

場合について考察する。前節の「inddom」に対応し  

て提携で動く事を許すという意味で「c・」を付け加え  

た「c一山ddom」の支配関係が得られる。また、  

「inddom」を「c－inddom」に置き換えることで  

（SlXS2，C－inddom）の安定集合，提携を許した  

1argestconsistentset（c－LCS）を考える事が出来る。  

これらを用いて前節と同様の分析を行う。純戦略の場  

合には、安定集合，C－LCSは共に（α1月）となる。   

また、混合戦略の場合には以下の結果が得られる。  

（i）（S．×S2，C－inddom）の安定集合は以下の2種類  

のみである。①厳密に個人合理的かつパレート効率的  

な点1点のみからなる集合（図2参照）。②点（0，0）と  

点（1，1／4）（又は（1／4，1））よりなる集合（図3参照）。  

（叫c－LCSは個人合理的な点全てから成る集合である。  

5 結論   

この分析の結果、純戦略においては間接支配の安定  

集合とIargestconsistentsetは一致したが混合戦略  

の場合には異なる結果が得られた。また、無限回線り  

返しゲームでの均衡と間接支配の安定集合との関連  

が見られた。つまり、jointmoveを含まない場合には  

全ての個人合理的な点はある安定集合に含まれると  

いうFo址恥eoremと類似の結果が得られ、joint  

moveを含む間接支配の安定集合では（裏切る，裏切  

る）以外ではパレート効率的な点のみが残るという、  

renegotiation－Pr00f均衡を繰り返しゲームに適用し  

た場合に得られる結果と非常に類似した結果が得ら  

れた。  

図1：（SlXS2，inddom）の安定集合  

ズ  

図2‥（SlXS2，C－inddom）の安定集合①  

図3：（SlXS2，C－inddom）の安定集合②   

参考文献  

Chwe，M．S．・K．，”FarSighted Colitional StabilibT，”  

血㈹J仲0仰∽わ乃eα）′63，299－325，1994．  

VOn Neumann，J．，and O．Morgenstern，TheoTyQf  

Gα椚eSand＆onomit・Behavior，PrincetonUmiversity  

Press，3rded．，1953．  

－153－  

© 日本オペレーションズ・リサーチ学会. 無断複写・複製・転載を禁ず.




